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豪
華
客
船
「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く  

び
い
な
す
」（
全
長
１
８
３

メ
ー
ト
ル
、
２
万
６
５
９
４
ト
ン
）
が
8
月
9
日
、
周
防
大

島
町
に
初
め
て
寄
港
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
神
戸
港
発
着
３
泊
４
日
の
船
旅
で
、
周
防
大
島

を
経
由
し
鹿
児
島
県
の
屋
久
島
ま
で
周
遊
す
る
も
の
で
、
乗

客
は
約
４
７
０
人
。
夏
休
み
期
間
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

親
子
連
れ
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

船
は
朝
方
そ
の
姿
を
現
し
、
片
添
ヶ
浜
沖
約
１
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
停
泊
。
乗
客
ら
は
通
船
で
次
々
に
上
陸
し
、
海
水
浴

を
楽
し
ん
だ
り
、
周
防
大
島
や
柳
井
市
な
ど
の
観
光
を
し
て

一
日
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
船
内
で
行
わ
れ
た
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
椎
木

町
長
が
歓
迎
の
意
を
伝
え
、
周
防
大
島
町
を
Ｐ
Ｒ
。
陸
上
で

は
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
で
フ
ラ
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
冷
た
い
み

か
ん
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
乗
客
の
皆
さ
ん
は
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
周
防
大
島
で
の
ひ
と
と
き
を
満
喫
さ
れ
ま

し
た
。

ぱしふぃっく びいなす初寄港

思い出たくさん  洋上セミナー

　

8
月
18
日
か
ら
1
泊
２
日
、
橘
ウ
イ

ン
ド
パ
ー
ク
に
お
い
て
、
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
が
行
わ
れ
、
町
内
の
中

学
生
と
周
防
大
島
高
校
の
生
徒
26
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
英
語
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
を
目
的

に
行
わ
れ
て
お
り
今
回
で
20
回
目
。

　

県
東
部
所
属
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指

導
助
手
）
11
名
の
協
力
に
よ
り
、
最
初

は
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
様
々
な
活
動
を

通
し
て
打
ち
解
け
合
い
、
英
語
漬
け
の

貴
重
な
二
日
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
小
学
6
年
生
を
対
象
に
し
た
、
洋
上
セ
ミ
ナ
ー
が

今
年
も
8
月
24
日
か
ら
2

泊
3
日
の
日
程
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
大
島
商
船
高

専
の
協
力
に
よ
り
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
練

習
船
大
島
丸
で
広
島
県
の

江
田
島
青
少
年
交
流
の
家

へ
向
か
い
、
船
内
活
動
や

陸
上
で
の
様
々
な
研
修
や

体
験
を
通
じ
て
、
集
団
生

活
を
学
び
、
友
達
の
輪
を

広
げ
ま
す
。
小
学
生
最
後

の
夏
休
み
に
思
い
出
深
い

3
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

英
語
で
過
ご
す
２
日
間

▶
船
内
で
行
わ
れ
た
歓
迎
セ

レ
モ
ニ
ー
で
記
念
品
の
交
換

を
す
る
由
良
和
久
船
長
（
右
）

と
椎
木
町
長

▶
保
護
者
ら
に
見
送
ら
れ
出
航
し

ま
し
た

▶
ま
ず
は
自
己
紹
介
か
ら


